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Center For Disease Control と標準化を行い 国際比較を可能にした。栄養調査は個人別面接聞
きとり方式により 1 日分の食事調査を標本抽出して計790 名に行った。
(1) s-chol の平均値は大阪事務職で最も高く， 40才代50才代で、200mq/dl であった。最も低い値を示し
たのは，秋田住民で，その平均値は， 40才代162mg: /dl , 50才代159mg/dl ， 60才代165mg/dl であった。
また， s-chol値は，その平均値が200mq /dl を越えた大阪事務職を除き，最近10年間に約 5%増加
した。 40~59才で， s-chol値が220mg/dl を越える率は，大阪事務職で23.9% と， 20% を越えたが，





は，本研究対象集団の中では最も高く， 23%であり， P/S比はl. 1であった。
秋田・高知なとやの農村住民の脂肪エネルギー比率は 1l ~14% と低く P/S はl. 2~l. 6 と高値を





肉類の摂取量の最も多い大阪事務職でも，肉類と魚介類の摂取量は，ほぽ 1 対 1 であった。
(3) 食生活が s-chol値に及ぼす影響を検討した。男子40~59才の，集団の s-chol値の平均値と，
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多価不飽和脂肪酸， E: エネルギ一， C: コレステロール〕の平均値との相関は， r=0.901 で有意
(Pく 0.05) であった。さらに 6 集団の栄養調査対象者を A括し，食事悶子φ 量の大きさにより
6 群に分け，その群ごとのφ 量と s- chol の平均値の相聞をみると， r=0.989で有意 (P< 0.01) の
相関を得た。さらに，大阪住民では，個人の φ 量と s- chol値との聞に，弱いが有意の相関 (r=o .164, 





ともに， s-cholの平均値はここ 10年間にほぼ 5% 土昇した。しかし，比較した集団の内，最も欧風化
している大阪事務職の食生活といえども，欧米の成績と比較すると，脂肪摂取量は少なく，炭水化物













患の primary preventionの立場からは，このような変化を来しつつある現在の成人の s-chol値及び
食生活の実態を明らかにし その位置づけを行うことが必要で、ある。
本研究は，このような観点から，循環器疾患の発生率の異なる都市，農村の 6 集団の男子40----69才
を対象として， s-cholの測定及び個人別面接聞き取り方式による栄養調査を実施したものである。
s-chol の測定は米国との標準化を行い，国際比較を可能にした。その結果，日本の成人男子の s-chol
値と栄養摂取状況の推移，及び欧米諸国の成績との比較検討を通じて，わが国の都市部の成人の s-
chol値及び食生活は，脳卒中・虚血性心疾患の予防の観点から，望ましい現状にあることを明らかに
した。また，脂肪の摂取の質的な相違が， s-chol値に反映することを，疫学的に初めて明らかにした。
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